
厄農ネ寸のラ舌′１生イヒと者Ｂ市‐農 業 の

１足進隻に向けた

２０２０年９月発行

ロス・カン １ ーロス・カントリー

でｒ′「ｒ

　

デー

よ二．；ｔ【【尊．▼≦

　　

’

　　　　　

－；、▲ 鱒 ．轟きピ ー

　

峯‐：‐

　　　

　 　

　

　　 　
　

　

　

　　　

　

　　　　

　

　

　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

，ｒ－

　

！

　

』「）一Ｔ

　

－ 〆

　　

．ノ‘－

　

．・・′ｒｌ　　

　　

　
１彰一

　

（
ＬＬ

　　　　　　　　　　　　　　

ＬＬ
　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　

ＪＡ都市農村交流全国協議会
」

　　　　　　　　　　　　　　　　　

▲

　

． － ．

　　

′

　　　　　　　　　　　

－ － －

　　　　　　　　　　　

－－

　　

【 ヤー′



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

　　　

　

　　　

ＪＡ都市農村交流全国協議会の会報誌「クロス・カントリー」の第１２号を発行する運びとなりました。

　　

今号は、２月に開催した「情報・意見交換集会」の内容と、令和２年度事業についての情報をご紹介します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＪＡ都 市農 村 交 流 全 国協 議 会 事 務局
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「； クロス．カントリー（（Ｒ０５５－〔ＯＵＮＴＲＹ）とは
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本誌のタイトル「クロス・カントリ－」は、創刊号で募集し、会員様からいただいた応募作品です。愛称は「クロカン」。

　　　

命名の趣旨は、単語そのままが思いです。カントリーは田舎をイメージすることが多いのではないでしょうか。または、母国や故郷

　　

がイメージできる言葉でもあり、国産農産物や地産地消、地域食文化と馴染みやすい言葉です。

ー

　

そのカントリーを縦横無尽に結びつけ、人の交流、ものの交流を有為こ難ずることを意味しました。本来‘よオリンピック種目にも

　　

あるように、アップダウンある野山を－歩一歩踏みしめて進むことであり、農山漁村風景そのものをさしています。Ｌ＼、．、
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ー蜜鎚議瞬溺愛 毎辱空寝一二全都感熱寸妾漉全国協議会鰹＆意見交接…
集会ｒｈー、

　

令和２年２月３日、東京・大手町の「アグベンチャーラボ」に於いて、令和元年度のＪＡ都市農村交流全国

協議会 情報・意見交換集会が行われました。

　

事務局の司会進行で、地域の魅力を活かし、都会から農村に人を呼び、人手不足を解消する仕組みなど

について講演や事例報告を含め、活発な意見交換が行われました。

殴醍崖議 ＜第－部 情報・意見交換会＞

時

　

間 次

　

第 内

　

容

１２：３０～「３：００ 受付

１３：００～「３：「Ｏ 開会・挨拶
」Ａ全中

　

営農・くらし支援部
次長 今井準幸

１３：ｌｏ～「３：３０ 【情勢報告】
」Ａ全中

　

営農・くらし支援部
くらし・高齢者対策課 課長

　

堀田亜里子

都市農村交流についての情勢を報告

１３３０～「４：３０ 【講演】
『おてつたび』の取り組みについて
株式会社おてつたび
代表取締役（ＥＯ

　

永岡里菜氏

都心部の主に学生が旅先で「お手伝い」
を通じ地域との粋を深める特別な体験
を提供し、人手不足で悩む地域の困り
ごとを解決するとし、うマッチングプラッ
トフォームの運営を行ってし、る同社の
取り組みについてお話しいただきます。

１４：３０～１４：４０ 休憩

１４：４０～１５：ｌｏ 【全国連会員の取り組み報告】
『援農隊』の取り組みについて
一般社団法人全国農協観光協会

　

事業部
地域振興・活性化事業

　

第１グループ
グノレープ長代理

　

鈴木誠司氏 平川萌々 子氏

担い手不足が深刻な日本の農山漁村を
応援するために、都市住民のボランティ
アにより農作業支援の活動などの取り
組み事例についてご報告いただきます。

１５：ｌｏ～「５：５０ 【第２回

　

優良事例報告：最優秀賞】
『のと里山農業塾と農泊への取り組みついて，「１
はくし、農業協同組合（石川県）
経済部

　

次長

　

粟木政明氏

自然栽培を推し進める、『のと里山農業
塾』での活動を中心に他県」Ａや都内レス
トラン、大学等との幅広い団体との最新
の活動についてご報告いただきます。

１５：５０～１６：００ 休憩

１６：００～「７：００ 【パネルディスカッション】
コーディネーター：株式会社農協観光
地域交流推進室 課長

　

石井唯之氏
パネリスト：各登壇者、全中

『都市と農村の交流について』について、
各方面で活動している方々から、これか
らの在り方につし、て意見交換をしていた
だきます。

１７：００～「７：「０ 質疑応答・閉会

１７３０～惨：００ 第二部

　

交流会 協議会の会員同士が、各活動のノウハウや悩み・課題などを共有し、
今後の取り組みへの活力やヒントを得られる交流の機会とします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　　　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　

　

　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　

　　　　　　　

　

　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　

「アグベンチャーラボ」とは
」
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ｆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

″
今回初めて「情報・意見交換集会」の会場となった「アグベンチャーラボ」とは、Ａ９ｒｉ〔ｕ１ｔｕｒｅ（農

業）×Ａｄｖｅｎｔｕｒｅ（冒険）×Ａ９９ｒｅ５５ｉｖｅ（積極的）からなる造語で、一般社団法人Ａ９ＶｅｎｔｕｒｅＬａｂは、
」Ａ全中、」Ａ全農、」Ａ共済運、農林中金、家の光協会、日本農業新聞、ＪＡ全厚連、農協観光の

Ｊ ‐ ・

　

き

　　　

　　　　　　　　　　　　

ユ蟹
目， ８団体で運営しています。大手町ビル９階のスペースには、柔らかなコミュニケーションの仕掛け

　　　　　　　　　　　　

が歳－－

　

として、空間を完全に仕切らず、メンバー同士がお互いの気配を感じられる木やグリーン、曲線を

　

１　 　　　　　

　

　　　　　　 　 　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　

用いる場となっています。

　　

′－
」
・ 一． ．島

　　

モデルとなったのは、農林中金が連携している世界有数の金融機関であるクレディ・アグリコル

　　　　　　　　　　　　　　　

（フランス）が、２０１４年に開設したイノベーションラボ「ＬｅＶｉ１ｌａ９ｅ（ル・ヴイラージコ）」で、スタジオの

　

…

　　　　　　　　　　　　　　　　

ような空間創ふ」となっています。
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ＪＡ全中営農．くらし支援部 次長 今井 準幸

ＪＡグループが設立した「アグベンチャーラボ」で行う、１謡議会としては初めての意見交換

集会です。ＪＡ・中央会・連合会の役職員、ＪＡ青年組織・女性組織など約４０名にご参加いた

だきました。くらしの活動を展開しておりますと、直売所や介護事業からも「人手不足」「人材

不足」という話しが頻繁に聞こえてまいります 今回はベンチャー企業として新たな発想で「

旅」と「人手不足」をマッチングさせる方法や、ボランティアによる援農隊、ＪＡはくいの優良事

例のご報告などのお話しをいただきます。

　

どうか、この意見交換会を通じて、何かひとつ参考になるもの持ち帰って役立てていただ

きたいと思います。

今井準幸次長

」Ａ全中営農・くらし支援部くらし・高齢者対策課課長堀田 亜里子‐二 －
－

‐・
‐

　

▲二γ

　　

－
－

　

二

ＪＡ都市農村交流は、１０年前（平成２２年の第２５回ＪＡ全国大会において）決議されまし

た『「くらしの活動」の推進による協同の創造」具体策として動き始め、全国協議会が設置さ

れました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｇ７

　

「都市部」には、都市農業への理解促進と対す三組合員の拡大。「農村部」には、地域の活

１生化や農外所得の拡大があげられています。また「・子ども」には食農教育やキャリア教育。「

高齢者」には生きがいや健康づくりへの有効な手段として活動しております。

　

また、昨年３月の第２８回大会でも、「食と農、地域とＪＡを結ぶ」取り組みをさらに押し進め、

青年組織．女性組織など様々な団体と連携して「食農教育」や農業・農村の関係人口の拡

歪さ薄謝書室豊麗蔓躍裏踊躍愛着富麗軍事巽繁怒誓豊里墾し不参ごま義 堀田亜里子課長

市部から農村部への旅行企画には５１のＪＡが１０５回実施しております。

　

今後も、地域の「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、ＪＡの強みを生かした、その地域と多様に関わる

人 「々関係人口」を交流事業によって増やすことをねらいのひとつとして活動してまいります。

一般社団法人全国農協観光協会事業部地域振興・活性化事業第「グループ

　　

－－
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－

　　　　　

．

グループ長代理鈴木 誠司 氏．平川 萌々子 氏

　　　　　　　　　　　　

全国農協観光協会による『快汗！猫の手援農隊』の取り組みについて

　　　　　　　　　　　　　　

本会は公益事業として観光業界に資する事業の他に、農山漁村地域の振興に繋がる

　　　　　

一

　

ノｒ

　　　　　　　

都市農村交流事業日夫？刊猫の手援農隊」を平成１１年より実施しています。

　　　　　　　　　　　　　　

その第１回Ｌーは、新潟県南魚沼地区でブランド西瓜「八色（やいろ）西瓜」の収穫作業。

　　　　　　　　　　　　　

生産者からは、はたして「交通費」や「宿泊費」を自己負担してまで参加者が集まるのだろう

　　　　　　　　　

、

　　　　

かと心配しました。しかし、，亡、配をよそに、多くの参加があり、以来今日までに全国で４６ヶ所、

　　　　　　　　　　　　　

述べ約６，５００人の方たちが「援農隊」として活動されてきました。

　　　　　　　　　　　　　　

その要因の一つに、添乗員が同行する募集型企画旅行であることが挙げられます。例え

　　　　　　　　　　　　　

ば、昨年１１月の長野県ＪＡながのでの「りんごの収穫援農隊」。現地に各自集合し、オリエン

　　

鈴木誠司 氏

　　　　　　　　　

テーションで作業手順を教えてもらった後、３日間終日作業につきます。その間、おいしいりん

　　

ごの見分け方を学んだり、生産者との交流会なども行われるなど、単なる労働力の提供に終わることなく都市と農村の交流

　　

に発展しています。

　　　

参加者は女性比率が７０％で、５０～７０代がメイン。リピ←ターとなる方も多く、「農家の役に立ちたい」「農家と交流したい」

　　

「農業や農産物の理解を深めたい」などが参加者の動機であり参加メリットとなっています。

　　　　　　　　　　　　

÷÷「

　　

者のニーズの把握」などの１青報がもたらされます。さらには、援農隊の存在が、農業への意
－万農家や地域の側には「人手不足解消」とともに「地域農産物のＰＲ 一 汗膚

！・

　　

欲向上にも繋がっています。

　　

林ではブランドハクサイの収穫作業、富山県ｊＡ高岡では「チューリップ花摘み隊」長野県Ｊ

　　

Ａみなみ信州では「市田村〒援農隊」を実施しました。神奈川県ＪＡはだのでは、母の日が過

　

平成３０年度は全国２５ヵ所で２１企画・４３０人に参加いただきましたｏ群馬県ＪＡ邑楽館

　

－

Ｌ ｆ諸ヒネ

　　　　　　　　　　　

・キ
ザ

ー

≠

　

ぎた畑の「カーネーション片付け隊」というやや地味なＨ帰り企画でありながら多くの参加申

　

Ｌ

　　

込みがありました。

　

今御主さらに参加しやすい日帰り企画なども充実させ、都市住民の農業の 離 職 進、 〒 臓 子氏

　　

そして農家の人手不足解消に役立つ交流事業として続けていきたいと思います。

４



　　　

、．・ー

株式会社ぉてったび代表取締役（ＥＯ永岡 里菜 氏

お手伝いと旅のマッチングプラットフォーム『おてつたび』の取り組みについて

　

「おてつだい」と「たび」をかけ合わせて「おてったび」という名前の会社を２０１８年の７月

に起業しました。

　

人手不足によりお手伝いの人を求める地域の方と、お手伝いをしながら地方の旅をした

いと思う方との「マッチングプラットフォーム」をウェブ上で運営している会社です。大学生な

どがスマートフォンから簡単に短期的な労働先を見つけ、申し込めるシステムです。

　　　　　　　　

；

覇面蟹豊艶濃選恐型嚢驚喜混然驚喜盈鱈善〆

　

毅－，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

永岡 里菜 氏

　

また、観光ではない側面からその土地を知ることができるという、旅の動機づけ、心理的

　

２０１９年「」Ａァクセラレータ－」

なハードルを 同デることもできます。
優秀賞を受賞

　

そこでの経験をしたことが「誰かにとっての特別 な‘地±虜を作る」ということをミッションにしています。誰かに伝えたくなっ

たり、誰かを連れて行きたくなる、そんな特別な地域をもっと作っていこうということです。

　

前職で和食推進事業に関わっていたとき、日本各地を訪れました。それぞれの地域の方と話し、いろいろな作業をする中

で、一歩踏み込んだ仕事関係が成立したときに、その土地が自分にとって特別な地域に変わる、その［地のファンになるこ

とを知りました。と同時に、定期的・短期的な人手不足の深刻さも実感いたしました。昔からある季節労働、出稼ぎ、住込み

バイトなどの労働力により地域力ゞ 支えられていたことを矢ｕりました。これらの短期的・季節的な人手不足に対応する労働に、
もっとワクワクしたコトバを付けて、地域への接点を見つける手段として誕生したのが「おてつたび」です。

　

受入れる地方の方には「宿泊場所」と「食事」とお干伝いに対する「報酬」をご提供いただきます。「宿」は農泊であっ

たり公共施設の利用であったりします。「報酬」は、都会並みである必要はなく、その地域のアルバイトと同水準でかまい

ません。

　

「おてつたび」を利用して地方へ行く側は、「宿」と「食事」の心配はすることなく、お手伝いの「報酬」から交通費を捻出

し、地方の旅や交流の時間を得ます。いわゆる観光ではなく、仕事を通じて人と接することで、飾らない地域の魅力を持ち

帰ることができるのです。

　

このシステムで大切なのは、双方のマッチング。相性です。

　

まず地方の受入れ（人手が欲しい）側に、「作業の内容」「ロ時」「報酬」などを登録していただきます。画面には、登録さ

れたいくつかの「おてつたび先（お手伝い先）」が並びます。

　

ユーザ←は「簡単なプロフィール」などを入力して登録し、スマートフオンを使ってその中から希望にあった旅先（お手伝

い先）を選びボタンを押して申し込みます。うちなどに来てくれる人はいるのだろうか？

　

と心配する声を聞く事もあります。し

かし、若者を中心に、１件あたり６～１０倍の中し込みがあります。

　

電話でる雀認し合うことも可能ですが、受入れ側が決定すればマッチングが成立し、「おてつたび」が実施されます。私ど

もは、大変そうな作業などについては事前にユーザーに伝えるようにしています。それは、双方にとって、こんなはずじゃなか

ったど後出しジャンケゾになることをなくすためです。終了後のリサーチによると、受入れ側も参加者側も満足度は高いもの

となっています。そして相互が投稿するレビューは、新しいユーザーへの参考にもなっています。

　

その土地との“関係′性◆が増している結果を示すものとして、ユーザーの再訪率は、プライベートや「おてつたび」の再利

用を含め約６割に達しています。よそゆきの訪問ではなく、お金をいただく労働を経験することで生活と密着し、その土地が

白分にとって特別なものとして位置づけられていくものと思われます。

　

登録は無料で、マッチングが成立した時に、当社は規定の手数料をいただいております。「おてつたび」では、
“楽ししｒ”き

れい”なだけの体験は売っていません、
“泥臭い”“大変”な部分も含めて「経験」を売っています、と説明しています。

　

特に農業や第一次産業からの受入れを望む声が多く聞かれました。そして、２０１９年に「ＪＡアクセラレーター」優秀賞を

いただいたのをきっかけに、ＪＡおいらせ（青森）、ＪＡおきなわけ［１１縄）、ＪＡ紀の．里（和歌山）とのコラボレーションをさせていた

だいております。農作業ばかりではなく、農産物直売所などでのバックヤードや物販の補助などにも活用の機会は、今後も

増えていくのではないかと感じています。

　

様々なメディアに取り上げられることも、人材不足の現状とその解消手段が広がるひとつの方法かも知れません。一緒に

仕事に向き合うことで、お客様や観光客としてではなく、共に働く”仲間“として溶け込めた時、その地方への思い入れが特

別なものとして根付くのだと信じています。
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はくし、農業協同組合（石川県）経済部次長粟木 政明 氏

石川県」Ａはくいの『のと里山農業塾と農泊』への取り組みついて

　

石川県のＪＡはくいは、第２回ＪＡ都市農村交流協議会優良活動事例におきまして「のと里

山農業塾と農泊」の取り組みで最優秀賞をいただきました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一

　

ＪＡはくいは、２０１１年にｕ本で初めて「世界農業遺産」に認定されました「能登の単ＪＩ」

里海」の地域で活動しております。里山里海の人の生活の中で、祭や神事を通して白然をシ

ステムとして回していくということを意味しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

毎

　

そのような環境の中で、当ＪＡは、羽咋市と連携し「はくい式自然栽培」に取り組んでいま

す。これは農薬や肥料を使わずに、自然の生態系システムを最大限に活用した農業です。た

だし、ＪＡである以上、農薬や肥料を否定するものではなく、あくまでも栽培法の有力な選択

　

粟木政明氏

肢をひとつ増やしたというスタンスですすめています。使う使わないむｒ優劣”ではなく、生産者の中には「限界値を知る事が

できた」との声も聞こえてきました。

　

このような栽培ノ７法を打出したこと含め、多様性を受け入れることで新たなご縁が生まれたり、またこの町のことを学び直

すことにもつながりました。農家が大切に育て上げた農作物に、様々な価値を創造することで、生産者にもＪＡ職員にも誇りと

やりがいが生まれてきました。自分の町の価値を知ることは、都市農村交流において、とても大きな意義を持つものと思いま

す。その価値を都市や近隣に発信できるからです。

　

「はくい式自然栽培」は、市・ＪＡ・農家の三位一体で実行委員会をつくり、１歳議会の認証委員会で二者認証を行っていま

す。今後は、国際有機農業運動連盟（エＦＯＡＭ）による第三者認言正に並ぶ参加保証システム ＧＳ）も展開の予定ですＵ

　

その実行委員会が２０１０年から運営しているのが「のと里－－ｔｌ農業塾」です。全国から塾生を受け入れており、第１０期日。

これまでに５００人以上が卒業していきました。

　

また、道の駅なども含め、県内外からの消費に対しても積極的に行動しています。地元で採れたものを－番おいしい状態

で、しかも農家きんとのコミュニケーションも一緒に食を楽しんでいただきたいと思っています。都市農村交流において、こうし

た関係性の中で新たな価値が芽生えることで、結果として農家所得の向上や生産者の白立、町や地域の発展に貢献できる

ものと考えています。

　

今後も「関係人口」や「ＳＤＧＳ（持続可能性）」などのキーワードを活かし、牽引していくのは、まちがいなく信念を持った「人

（マンパワー）」の存在であると信じています。

　　　　　

コーディネーター：株式会社農協観光地域交流推進室課長石井 唯之 氏

　

不足の解消をきっかけとして

　　　　

ｉ

　

÷「」

　

－
『÷「

　

１
－

．滋「両

　

÷÷÷謙

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　

　 　　

　　　

　　 　　　

　

　　

　　　　

　

　

．哀求；象墓誓 えキズぷ；御ぶ天寿二

　

≦

　

ｉ

　

・
ｆ

　　

≦

　

禦

　

ぎぎｉ

　

＆

　

－－

　

…

　

温 ふふ蜜蜂嘉髭巽晶器釜ろニ１

　

一

　　

礼

　

…

　　

＼
コｒ．キー－Ｌｙ 誓ｉ‘ｉ

，

　

塁 滋柔二；； ｒ脚 一 凡聞ト“

　

Ｌ
戸

　　　　

－

　

」 ． ‐三▼ 三三コ

　

ノ
ｒ． ｌｎｒ十

一

　

， 葛 豊 三＊溌 －ふ せ 広墓老に，ｎ分群

　

ｒ

　　　

′

　

－

　　

語

　　　

，
／
＼

　　

‘
７

　

‐蟹ふ一三蔓斜の
切歯夫妻；；三雲矛告締

　

≦

　　　

；ｉ， メ

　

Ｌ●｝
▲＼

　　　　

＼＼ミ

　

脆旭…切 剛り日晒し」一Ｗ叫一 ‐

　　

ＦＴ 三

　

一 厭▽スト，左から永岡〔Ｅｏ、河 展

　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　

かく伝えるようにしています。それは質と満

　

！
」÷÷÷÷

　　　　　　　　　　　　　

粟木 次長、堀田課長

　　

足度とはそれぞれの「相性」だと思うので、

　

石井唯之氏

　　

灘酷のないように。

平川 考＝ｉの手援農隊は、完全なボランティアとして２０年間、約６５００人というノウハウの継承と、またリピーターの多さ、職員の

　　　

同行などで対応できているように思います。

栗木：意外なのは、収穫などではなく、くさむしりや収穫後の片付けなどにも都市部の人は喜んで参加してくれるということで

　　

す。特別なイベントとしてではなく、
“日常としての農業”に参加者のほうが価値を見いだしてくれているように思います。

堀田：体験型農業も、何度か繰り返すことで双ノ７の意識や気づきが変化していきます。一過性のイベントではなく、積み重

　　　

ねがとても大切ですね。

石井：都市農村交流は、，ー回の観光旅行で満足度を上げるというものではないということですね。今後も粘り強く人手不足

　　　

の解消に取組むことは、ＪＡグループとして、地域の魅力を発信し、新たな就農や消費につなげていく上で大切なきっ

　　

かけになると思います。

　　

本日は、貴重なお話しをいただき、ありがとうございました。
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－：協議会の令和２年度事業活動計画について （令和２年４月１日～令和３年３月３１日）

令和２年度は以下の活動を計画しております（抜粋）。

●セミナー・研修会の開催について

　

（１） 情報・意見交換集会 （セミナー）

　　　

会員の人材育成・ノウハウおよび都市と農村の交流に求められる情報・スキル習得を１‐１的とするセミナー・研修会を開催する。

　　　　

【内

　　

容】協同組合間や地域における連携による「地域の活性化」や「アクティブ・メンバーシップ」の確立に

貢献する事例、等の共有を図る。

　　

【開催時期】令和３年２月予定

　　

【開催場所】東京予定
（２） 推奨研修会の開催案内 （協議会助成対象研修）

　　

全国連が開催する研修会を推奨し、助成の対象とし参加を案内する。

　

① 自然・農林体験活動におけるリスクマネジメント研修会［主催：（一社）全国農協観光協会］

　　

受入時に最も重要となる安全管理を学び、事故防－ヒや事故発生時の対応のスキルアップを図る。

　

② 農泊研修２０２０［協議会と株コ農協観光の共催］

　　

国内外からの旅行者を農山漁村に呼び込み、宿泊や食事の提供、各種体験コンテンツ、お土産販売等を通じて農林水産物

　　

の消費拡大、及び農山漁村の所得向上を図る「農泊」に取り組もうとする、もしくはすでに取り組んでいるＪＡＱ建『者）へ向

　　

けて農泊地域づくりへの知見の提供、取り組みを牽引する担い手へ向けての課題解決や、質の向上、更なるレベルアップを図

　　

ることを目指す

●調査・研究の実施について

　　

会員の興味・関心の高いテーマ、地域の活性化、アクティブメンバーシップ推進につながるテ←マの調査・研究を行い、

　

会員の活動へ活用が図られるよう展開する。

　

（１） 交流によるネットワークづくりが進む中で、会員間や漁業協同組合、森林組合、生活協同組合など他の協同組合、

　　　

行政．地域組織などと連携した先進的な取り組みについて、引き続き調査・研究を行う。

　

（２） コロナ禍を機に過密を避けられる「地方回帰」や「ＦＨ園同帰」の潮流を捉え、『新しい生活様式』の定義も意識

　　　

しつつ、直売所を起点とした農業体験（収穫体験）や体験型農園、また農家民泊の運営を通じて、農山村の魅

　　　

力を伝え、関係人ｕの拡大へ向けて多様な交流の在り方、都市部にはない価値を作り出す新たな仕事づくりに

　　　

つながる地域の活性化へ向けて外部団体と連携して調査・研究を行う。

　

（３） その他、会員からの要望に応じて取り組む。

●会員の活動に対する支援について

　

会員による「交流」に関する活動が促進されるよう、協議会による支援およびＪＡ全国機関と連携した支援を行う。

　

（１） ＪＡ・県域において開催される研修会等に関して、資料提供および講師派遣などの支援を行う。これらの支援に

　　　

関しては、会員の要望に応じて、ＪＡ全国機関と連携のうえ対応する。

　

（２） 都市農村交流等の活発化、質的向土を期して、会員活動およびセミナー・研修会参加等に係る費用の助成を行う。

　

（３） 特に優れた交流活動を表彰して、今後の交流活動と会員相互の連携促進を支援することを目的に、第３回優良

　　　

活動事例表彰の実施に向けて、令和２年度に事例を募集する。

　

・情報提供について

　　　

（１） 送付物 （郵送・Ｅ‐ｍａｉー）

　　　　

ｄ）都市農村交流に関する会員の取組事例およびＪＡグループによる事例紹介など幅広く情報収集し、会報誌「クロ

　　　　　

ス・カントリ←」として発行する。

　　　　

くめ．日本農業新聞記事データベースを？古川し、「食と農」を基軸とした多様な交流に関する地方の情報をＥ－ｍａｉｌ（ｂｃｃ）

　　　　　

にて配信する。

　　　

（２） ホ←ムベージの運営

　　　　

①会員に対しタイムリーな情報を提供するため、情報収集と発信機能の向上を図り、協議会の活動、会員の活動、

　　　　　

ＪＡグループの取り組み、外部団体の取り組み、等に関する情報を積極的に発信する。

　　　　

②新たなＪＡファン・農業ファンと会員活動を結ぶ・手段として、インターネットを活用し、会員による「催し」や「イベント」等

　　　　　

の情報を外部へ告知するとともに参加受付が可能なＷＥＢサイト「食と農の交流サイトＪＯ工Ｎｔｌｙ ＧＲＥＥＮ」（ジョイ

　　　　　

ントリー グリーン）の活用を促進する。

　　　

（３） 事例要領集の活用および普及推進

　　　　　

協議会および会員等が作成した事例要領集を紹介、更新する。

　　　　

①漁家民宿開業・運営の手引き（平成２８年３月）

　　　　

②．子ども農山漁村交流プロジェクト：受入地域協議会に対する調査報告（平成２９年２月）

　　　　

③．ＪＡ都市農村交流・農泊による応援団づくり（平成３０年３月）

　　　　

④都市漁村交流に関する基礎調査（平成３１年３月）

　　　　

⑤ＪＡ婚活事例集（平成３１年３月）、など

　　　　

⑥農泊マニュアル（㈱農協観光・（一社）全国農協観光協会他

　

令和２年３月）

７
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助成要領について －

協議会では、者Ｂ市農村交流に関する取組みの活発化および質的向上を期して、会員活動に関する

費用の一部助成を行います。予算上、上限４０会員となりますので、早めの申請をお願いしたします。

” 助成概要 一

《助成対象団体》

　

ＪＡ者苦市農村交流全国協議会会員のＪＡ‐および都道府県中央会の会員。但し、全国機関・賛助会員

．学校教育機関会員は含まない。

《助成対象事業》

　

令和２年度の計画事業・活動、かつ令和３年３月までに実施の以下の事項。

　

．都市農村交流等の体験企画の取り組みに関する経費（農業体験料、貸切バス代金、募集費など）

　

の一部（１申請上限３万円）

　

・ＪＡ・中央会職員または組合員等を対象とした者１～市農村交流等の取り組みに関する人材育成のた

　　

めの勉強会の経費（講師謝金．旅費）の一部（１申請上限３万円）

　

．本協議会が認めたＪＡグループ主催の研修会・セミナーへの参加費の一昔１～（一人当たり－ヒ限５千

　　

円、１研修会・セミナーにつき１会員２名まで）

ＷＥＢサイト「」○ーＮｔｌｙＧＲＥＥＮ」の活用について

　

応

　

載

者Ｂ市と農村の交流を促進する取組でも、ＷＥＢでの受付対

応が主流となってきています。協議会では、手軽に登録・掲

載できるサイト「ＪＯＩＮｔｌｙＧＲＥＥＮ」（ジョイントリーグリーン）

をご用意しております。

　

ＪＡまつり、農業体験、料理教室、食農教育イベント、観光

農園、直売所催事、などの情報掲載が無料で出来、有料サー

ビスでは受付代行の機能もあります。

　

当サイトの利用にあたっては、本協議会の会員特典として、

吉報登録を事務局で代行しています。発信したい１青報のチラ

シや要望などをメールやＦＡＸで事務局宛に送っていただけ

れば掲載します。どしどし情報をお寄せください。
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ジョイントリー
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ＪＯＩＮｔ毎
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募集イベントの集客増！

　

新規のお客様の集客！受付業務の効率化！

　　　

イベント情報発信サービス
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第３回」Ａ都市農村交流優良活動事例表彰のご案内
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１． 趣

　　

旨

　　　　

ＪＡ者腎市農村交流全国協議会会員の交流活動の取り組みを通じて、ファンづくりおよび地域活性

　　　

化、あわせて優良活動事例の普及を図ることにより、今後の交流活動と会員相互の連携促進を高

　　　

めることを目的として、特に優れた活動に取り組む会員に対して優良活動事例表彰を行います。

２．対象期間

　

平成３１年１月１日～令和２年１２月３１日

　

※期間中に実施の取り組みとします。

３．応募期間

　

令利３年１月１ロ～令和３年１月３１Ｒ

４．応募方法

　

応募者は、別に定める応募川紙に所定の事項を記入し、郵便、メールにより募集期間中に協議会事

　

務局に提出。

　　

５．表彰の基準

「交流活動」とは、地域・組織の内外の人々との交流、農林水産物などモノの行きかい、情報の交

換を相互の深い理解と思いを込めたやりとりで展開する「人・モノ・情報・思い」全般の交流を進め

ていくこととし、以ドの基準とします。

（１）協同組合間連携

　

地域特性の異なる協同組合同士が、地域の特産品、生活文化・情報、組織活動、役職員研修、生産

　

技術などの交流を実践することで組織を超えた仲間づくりなどの好循環により、ファンの拡大、地域

　

の活性化、組合員メンバーシップの強化、事業拡大等に貢献する先進的な事例として他会員のモデ

　

ルとなるもの。

（２） 地域の多様な組織との連携

　

協同組合や地域の多様な組織（行政、学校、企業等）との連携により交流活動を展開し、ファンの拡

　

大、地域の活性化、組合員メンバーシップの強化、事業拡大等に貢献する先進的な事例として他会員

　

のモデルとなるもの。

６．審査方法

　

審査委員会を設置し、応募関係書類による書面審査等を行い、受賞者を決定する。

７．表彰の種類

　　

最優秀賞

　

１点以内

　　

表彰状および副賞

　

１０万円

　　

優 秀 賞

　

２点以内

　　

表彰状および副賞

　

５万円

９



協議会より情報提供 ；
　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

・令和２年度

　

地産地消等

　

優良活動表彰応募についてご紹介します

令和２年度
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地産地消等産地消
良活優良活

全国各地の地産地消の活動や

　

…－
自慢のメニューを募集します！

　

，１

　　

（自薦・他薦）」
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ニヤキ‐〆＊警報響
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

　

　

　 　

ｉ募集期間鰐墓墓Ｚ垣２９
全国各地の創意工夫のある様々な地産地消や、国産農林

　

，
水産物、食品の消費拡大を推進する団体・企業又は個人を

募集します。
自薦・他薦問わず、是非地域の特色を活かした創意工夫

　

ｒ

あふれる取組・活動をご紹介くださし、！

　

！

　　　 　　　

　　　　　　　

　

生産部門
農林水産物を生産する団体・
企業等

　　　　　　　　　　　

▼

食品産業部門
農林水産物を加工・流通・
販売する団体・企業等

１表彰の種類…

　　　

　　

　　　
　　

　　

　　

　　

’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

　　　

　　　　

　

　

日

　

時：令和３年２月Ｔ２日．（金）

教育関係部門
保育園、幼小中高校、大学、
学校給食等

※国産・地場産品を使用した
メニ，ユーづくりの取組は、
教宵関係部門、食品産業部門で
応募できます。

胴産省
関係局長賞

　

　　　　

　

【令和元年度受賞の事例１

　　

　　 　　　　　　　

□－１１１灘無難．㈱醐
‐扉鳶彰茸－ 応募条件・方法の詳細（応募用紙）は、

　　　　　　

下記ＵＲＬをご覧くださし、。

　　　　　　　　　　　　
主

　

催：農林水産省、全国地産地消推進協議会

　　　　　　　

　　　　

〒１ＯＤＯＯ０４

　

東京都千代田区大手町１－９－２

　　　　

大手町フィナンシャルシティグランキユーブ【株式会社野村総合研究所内１
ＴＥ１‐：０３．５８７７－７３７２

　

Ｅ．ｍａｉｌ：ｃｈｉｓａｎｃｈｉｓｌｌｏｕ‐ｅｘｔ＠ｎ「ｉ．ｃｏ．ｊｐ

　　　　　　　　　

塵林水藤街が推遭する

　　　　

「フード・アクション・ニッポン」

　　　　　　　

推逸パートナーになりませんか？

　

フード・アクション・ニッポンとは，日本の食を次の世代に残し、割るために、個人・民間

　

企業・団体・行政等がｍ体となって推進する、国産農林水産物の消費拡大の取り績みです。

　

推道パートナーにご殿録し、ただくと

　

ｏ 総夢二糠霞祷霧端麗寛起毛詠を壷ギヨン・ニッポン公式

　

◎ 推進パートナー□ゴマークを、広告や名刺、商品などに

　　

ご使用し、たたけます。

　　　　　　　　　　 　

　　
を

　　
　

　

　　

農林水産省

ｌｏ



　

第５回食育活動表彰募集についてご紹介します

　　　

第 ５ 回

，
．
，．；

：

　

＊も

　　

ち馨；

　　　

　　

食音活動表彰
食育を推進する優れた
取組を募集します！

　

寿
ボランティア活動、 教育活動又は農林漁業、
食品製造・販売等その他の事業活動を通じて

　

食育を推進する優れた取組を表彰し、

　　

さらに食育を広１デてし、さます。

食音に闇するあらゆる取組が応募できます

ーボランティア部門１

　

鋼鰯乗、政令揃さ彊而、大学辱岨贈らの推賞
①食百推遮ボランティアとして活塾してし、るー人刀びｍは
、き大学（短昭大学を包みます。〕、高専専門字俣及び専門学校の学生やその方々の団体
ｕｉ．食ま・る教書准凌Ｒの方やその方々の団体

［教育関係者・草業者部門１

　

目・服び他１

達食品製造・販売、各種サ【ビスの提供その他の平藁巻
ぎ教育・保育、介霞その他の社会掴も．医療・硬置に従事されている方、辱集書、団体

； 浄－； 嚢林水産大臣賞７点以内

　

消費・安全局贋ｉ１１４即滅内

　

，二 綱２年１０月３０日㈲ ◎

ん′
．
、，こぐ；デ

１１－不整省ホームページ／食育活

　

釈魁

ｒ維薗堅纂、添付盗掘及び写真等は、第５回愛育名

　

蚤啄豪雪１－岡までＥｎ頃ｉＥ〔２５ＭＢ‐関内）で窒付又はＣＤ‐Ｒ等にて電子ファイルを耀透してくださし
ヒ．‐ｎ‐０：ｓｙｏｋｕｉｋ‐１＠ｑｔａｃｏ却
関

　

送：〒１０５０１α０１
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栗ｌａ．令司輝祖頃に掩書＊の方を通じてこａ壕歪し上げます，

　

受Ｘごａに方は、牧野ＩＣ～①ご慈回（．鞄甚１容コの１ｔｔｉ堂鼠員は．”＊月葛負扮｝モ窓通いします，
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にも瀞 制＝３年６月２６日（ガ制＝３年６月２６日（ガ

　　　

｛ 虚育活動表彰

　

１検索 …

　　　 　 　　　　　

　　

　
　

主催：剥伽水産省

　　

後 援：内閣府｛申蹟中）、消費者庁、文部園学省、匡体蛍－省

鵬”ｒｑ水陸者

　

消費・安全周消

　

者行政・食

　

孫
ＴＥＬ０３３５０２‐５７２３
坪日：段別０ト１カメ３０、土日祝日除く）

牒５回”丑肖慧堕部ｘ彰遍営ー穎局」謁ｍ．会社日
ＴＥＬ０３６４０２－６３３２（平日：沸獣ト

Ｅ－ｍａｉｌ：ｓｙｏｋｕｉｋｕ＠ｍａ．ｃｏ．ｊｐ

農林水産省

ミリ

１１



お知らせ ；， 都市農村交流参考資料 【協議会又は会員組織発行１

０農林漁家民宿開業・運営の手引き（平成２８年３月）

◎子ども農山漁村交流プロジェクト：受入地域協議会に対する調査報告（平成２９年２月）

◎ＪＡ都市農村交流・農泊による応援団づくり（平成３０年３月）

の都市漁村交流に関する基礎調査（平成３１年３月）

◎ＪＡ婚活事例集（平成３１年３月）

◎農泊の手引き（令和２年３月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※配布をご希望の場合は事務局までお問い合わせください。

・山“‐１ばの所珊目上・澗ｕ化のための

農泊 ＪＡ婚活事例集
都市漁村交流に１娼する基礎調査

－ｒ－－－漁網協同組合による地燐活性化一一一－－

－
，獅

．．． ◎ ・－－

　

，，
１烹甑も全霊よる取組欄

間榊似酬納摘も噺｝
１ｌｉ

　

」Ａ都市愚村鰍全醐促会・嬬靴震檎酬

■会員資格・年会費

　

ＪＡ．都道府県中央会・連合会・本部…２万円

　

ＪＡグループ全国機関…………………５万円

　

賛助会員……………………‐‐…………５万円

■会員数

　

ＪＡ６３、中央会３７、全国機関１３、教育機関３（２０２０年４月１日現在）

ＪＡ都市農村交流全国協議会 事務局（ＪＡ全中 営農・くらし支援部 くらし・高齢者対策課）

ＨＰ：ｈｔｔｐ：／／ｉａ‐ｋｏｒｙｕ．（ｏｍ／

　　

ＴＥＬ ３（６６６５）６２４１（代）

　

担当：小池

＊掲載内容に関するご意見・ご質問など、お気軽にお問い合わせ下さい。

ーーーＪＡ都市 蹴 胎国協議
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